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要　約

　調達企業 （財やサ
ー

ビス の 買 い 手） と供給企業 （財 やサ
ー

ビス の 売 り手）の 関係性を，従来

の 価格交渉を軸 と した競争的な もの か ら長期 的な価値創造の ため の 協働を重視す る もの へ と前

進 させ る こ とが必要で ある と の認識が
，

一
般的なもの に な りつ つ ある ．こ うした新 しい 関係性

に基づ く調達活動 をイ ン タ
ーネ ッ ト上 の オ

ープ ン な環境で取 り扱 うために必 要とな る要件やそ

の プラ ッ トホ
ー

ム が持 つ べ き機能に つ い て は，まだ明らか にされ て い な い ．

　本論文で は
， 既存の 調達 モ デ ル を環境の オ

ー
プ ン 性 を軸 に分類 し て 分析 し

，
オ フ ラ イ ン の調

達モ デ ル の 中に，調達企業 と供給企業 に よ る生産仕様 の 調整 メ カ ニ ズ ム が内在 して い る こ とを

明 らかに した．

　更に ， 2 つ の 現実社会の オ フ ラ イ ン の 事例 に つ い て 分析的な調査か ら，こ の 調整メ カ ニ ズ ム

の特徴 を多様な調達仕様な い し供給仕様の相互探索の ための漸次的な交渉過 程と位置 づ け た上

で ，こ の 過程 をイ ン ターネ ッ ト上 の オープ ン な環境で 取 り扱 うため の 要件 と して
，

（1）多様で 複雑 な仕様か らな ら財や サ
ービ ス の 調達

（2）効用の 異なる 複数の 取引当事者 に よ る最適な仕様の 相互探索機能

（3）複数の 取引当事者が市場で 提示する仕様の 並行的な精錬機構

（4）取引当事者間の 相互学習プ ロ セ ス の 自動化

（5）取引当事者の 参加 を促進する調達基盤
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Abstract

  It is important to transform the relations  among  buyers and  suppliers  from competitive  relations

centering  on  bilateral price negotiation  into mutually  supportive  relations fbr long-term value  creation.  In

order  to exchange  goods and  services  on  intemet-based electronic  markets  in a  cooperative  framework,

systern  requirernents  and  platfOrm procurement functions must  be established,

  ln this paper, we  classify  current  on-line  and  off-1ine  procurement  business models  according  to market

openness  and  analyze  them, We  fbund that off-line  procurement business models  include a coordination

mechanism  fOr determining specification,  which  leads to a cooperative  and  mutual  adjustment  process

among  buyers and  supp]iers,

  Additionally, according  to an  analytic  study  in two  real world  case  studies,  after  regardmg  the  feature of

this coordination  mechanism  as a gradual negotiation  process for a mutual  purchasing/proposal

specifications  search,  we  defined five important  system  requirements  for a  new  e-procurement  model  as

fo1]ows:

(1) To support  procurement ef  geods or  services  that are diverse and  complex.

(2) To respond  to mutual  best specification  selection  by multiple  users  that have different utilities.

(3) To haye mechanisms  for parallel specification  refining,

(4) To have an  automatic  mutual  understanding  process,

(5) To  activate  participation of  e-procurement  base,

  Finally, we  propose and  descnbe a  new  e-procurement  system  model.  This model  is beneficial for the

successful  operation  of  collaborative  e-procurement.
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1 は じめ に 2 調達環境の 変化

　 本論文は ，財 やサ
ービ ス の調達企業 と供給企業

が 多数存在するイ ン タ ーネ ッ ト上 の 市場で調達取

引が行わ れ るケ
ー

ス を想定し，多くの 多様で 複雑

な取引 を同時に成立させ るため の 調達 シ ス テ ム モ

デ ル とその 要件の提案 を行 うこ とを目的 と して い

る．こ こ で対象とする調達取引 とは
， 財やサービ

ス を構成する コ ン ポーネ ン トや 製品の デザ イ ン 内

容 ， 制約条件 などの 諸要素 を相互 に 調整 し
，

財 や

サ
ービ ス を産み 出すため の 生 産仕梯 Q を複数の 取

引当事者間の知識 を利用 して作 り込ん でゆ く過程

を含む もの で あ り，時間概念 と多 目標性 を有す る

交渉を伴 う取引である．こ れ まで ，こ の ような取

引の 電子化 を理想 として c −commerce （コ ラボ レ イ

テ ィ ブ
・コ マ ース ）が提案 され て きた．しか しな

が ら，そ の 研究 レ ベ ル は見積や注文 とい っ た定型

処理 に よ る取引デ ータ の 交換範囲 の 拡大［Healey

O2］や仮説 と して の 効果分析 ［Lee　02］に留ま っ て

お り，今後 こ の ような複雑 な調達取引の 基盤が イ

ン タ
ー

ネ ッ ト上 に シ フ トした場合，その 基盤 とな

り取引 を担 うシ ス テ ム モ デ ル が備 えるべ き要件 は

明 らか に なっ て お らず ， 実現技術や具体的機能に

つ い て検討すべ き点が多い ．

　本論文で は まず ，
企 業の 調 達活動を担 うイ ン タ

ーネ ッ ト上 の取引基盤を考える契機 と して 近年の

調達取引環境の 変化に触れ た後，調達取引 の ビ ジ

ネス モ デ ル を分析 し，現在イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 で 行

われて い な い オ フ ライ ン の 調達活動 に，生 産仕様

に含 まれ る 知識 を交換 しなが らそ の 意味 を定め て

ゆ くため の 調整メ カ ニ ズ ム が 内在 して い る こと を

明 らか にす る．次 に，事例研究 を通 じて 生産仕様

の 表現 と取引過程の 両面か らこ の 調整メ カ ニ ズ ム

の 特徴 を分析 し，こ れ を調達仕様 な い し供給仕様

探索の ため の 交渉過程 と位置づ け，こ の 過程 をネ

ッ トワ
ー

ク上 の オ
ー

プ ン な枠組み の 中で 実現する

ため の 調達 シ ス テ ム を検討する，こ の検討に よ り

新 しい 相互 適応型の 調達 シ ス テ ム モ デ ル を提案

し ， そ の 具体的要件と機能を明 らか にする．

2，1 調達企業 と供給企業の関係性

　近年， 競争的で あっ た調達企業と供給企 業の 関

係 を見直 し
， 調達活動 の ため の 基盤 そ の もの を再

構築 しよ うとする動 きが加速 して い る．こ の 新 し

い 関係性 とは調達企業 と供給企業 の 「創造 的協働」

［Tully　95］をベ ー
ス とす る もの で あ り，調達活動

の ため の 基盤の 再構築 とは
， 製品設計や生産仕様

検討 とい っ た調達 に伴 う諸活動 の 上流工程 に位置

づ けられ る内容をも含む調達活動全体の見直 しを

意味する．調達活動 における創造的協働 とは，調

達企 業 の 持つ ニ
ーズ （needs ）や 知識 ， 例 えば

，

市場 に提供 した い 財やサービス の イメ
ー

ジや コ ン

セ プ ト，調 達企 業の持 つ マ
ー

ケ テ ィ ン グ情報や設

備投資戦略などの 経営情報，また，供給企 業の持

つ シ ーズ （seeds ）， 例 えば，テ ク ノ ロ ジ
ー

や商品

の 特徴，製品市場動向な どの技術情報を， 相互 に

交換 し共有 ・活用 する こ と で
， 調達企 業 と供給企

業 の 双方に と っ て よ り効果的な調達活動 を実現す

る こ とを目的 とする も の と考 え られ る ．

　調達企業は内部の 知識 の み で調達仕様を決定す

るの では な く，情報 と技術 を供給企業 と積極的に

共有 し， 改革 を双方向に行うこ とで調達の 質を高

め よ うと して い る［Laseter　98］．今後の 調達 の重要

な方向性 と して
， 専門化 し多様化する調達企業の

ニ
ーズ に 対 応す る形で

， 調達企業の ニ ーズ と供給

企 業の シ ーズ が相互 に調整 される過程 にお い て ，

相互の 知識が生か され る こ とが調達 取引 の本質に

な っ て ゆ くもの と考 え られ る．こ の 背景に は
， 調

達企業 と供給企業が共に対等なビジネス パ ー
トナ

ーと して信頼 しリス ク をとる こ とに合意した うえ

で 成 り立 つ ，ポジ テ ィ ブな協調関係 を見出す こ と

が で きる．

2．2 イ ン タ
ーネ ッ トの利用

　もうひ とつ の 動 きは，調達活動そ の もの をイ ン

タ
ーネ ッ ト上 に シ フ トさせ よ うとする もの で あ

る．その 背景 に は
， 調達企業 ・供給企業が抱 えて
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きた 4 つ の 課題を見出すこ とが で きる．

　 1 つ め は効率化で あ り， 交渉 の 並 行処理 で ある ．

調達活動は広 い 意味で製 品やサ
ービス の 開発工程

の 1 プ ロ セ ス で ある こ とか ら，調達側 と供給側の

間で か な りの コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン が必要 とな る調

達プ ロ セ ス も，製品 開発 プロ セ ス の 並列化 に組み

込 まれ る形で 効率化が検討 され て きた．国 内538

社 を対象 と した経済産業省 の調査［経産省03］に よ

れば
，
EC （e −commerce ）に期待する事項と して ，

調達 品の 選択肢拡大 ， 調達先企業の 情報収集，資

材 ・調達担当業務の効率化，相見積 もりの 拡大に

よる購入単価引き下 げと い っ た各事項に，い ずれ

も20％以上 の 企業が期待する と回答 して い る ．こ

の こ とか ら，調達企業は調達品の 選択肢の 拡大 に

よ っ て 多様な財や サ
ービ ス の 調達 を多 くの供給先

か ら行うこ とを期待する
一

方，こ れ に よ り避け る

こ とが で きな い 相見積 もりの 同時並列的な発生 と

そ の 比較 ， 交渉に つ い て は こ れ を効率的に処理す

る こ と を理 想 と し て い る と考え られる．こ れは供

給企 業に とっ て も，調達先の拡大に応 じて増加す

る引 き合 い を同時並列的に処理 したい とい う点で

同様で あ ろう． 2 つ め は オープ ン 化で あ る．調達

企業はwww を利用 した公開調達 に よ り多 くの 供

給企業を呼び込むこ とで
， リバ ース オ

ー
クシ ョ ン

に相 当する効果 を得る こ とがで きる．こ の こ と は
，

交渉ス キ ル に依存しな い 調 達を実現する こ とに等

しい ．ま た
， 供給企 業は取引機会 の 開拓 ・拡大 を

期待で きる． 3 つ めは透明性の 確保で あ り，引 き

合 い 条件を一括処理 し標準化す る こ とで ，取引 の

透明性 を確保する こ とで ある． 4 つ め は マ ネジ メ

ン ト面の 効果で ある ．調達 を電子化す る こ とで
，

企 業会計情報 の 可 視化が 容易 に な る と考 え られ

る．

3 既存の ア プロ
ー

チ との 比較

　1980年代半 ば よ り提唱 され て きた CE （コ ン カ

レ ン トエ ン ジ ニ ア リ ン グ）は
， 製品開発 環境 にお

ける設計工程の並列性の 向上 に よ り， 製造物の 品

質の 信頼性 を高め る こ とを目的として お り［Carter

92］，
包 括的な ア ク テ ィ ビ テ ィ に対 して 適用 で き

る手法で ある こ とか ら，近年で は事業構造 を見直

すため の サプライチ ェ
ーン の 最適化へ とそ の 考え

方が展 開され て い る．また ， CALS はCE をそ の 戦

略の ひ とつ とし ， 米国防総省が物資調達先 の 企 業

との 間で行 っ て い る取引を全面的に 電子化 しよう

とい う計画 を起点と して ，製品ラ イ フ サ イク ル で

発生する企業活動デ
ー

タを共通 ル
ール で電子デ

ー

タ化 し，企業間で の デ
ー

タ交換や情報共有 を実現

する試み と して 展開され た．

　こ れ ら の考 え方が そ れぞれ ビジネス プ ロ セ ス と

デ
ー

タに注 目 した の に対 し，本論文は協働のため

の イ ン タ ラ ク シ ョ ン 過程に注 目す る．すなわ ち，

本論文の 狙 い は
， ネ ッ トワ ーク上 で リ ン クされ た

社会 に お い て 異 な る 目標 を持 つ 複数の 調達企業 と

供給企 業が相互 に取引相手を開拓 し，
イ ン タ ラ ク

シ ョ ン に よ っ て 生産仕様の 意 味を定め てゆ くとい

う適応的な過程 を扱 い
， 双方 に と っ て 望 ま しい 調

達活動の 実現 を目指す点にある．なお ，
1章で 述

べ た c−commerce が見積 や契約 な ど主 と して 購買

活動 の 下 流工 種
’｝の や りと りに注 目す る の に 対

し，本論文は調達品の 生産仕様の検討や交渉とい

っ た調達活動の 上流工 程 にお けるや りと りに 注 目

する ．こ の こ とは
， 今 日 の 企業が従来の 垂直統合

型の 大企業モ デ ル で は な く，ネ ッ トワ
ー

ク的な分

業活動 に よ っ て 担われ る傾向に ある［Darrell　 Ol，武

石03］こ と とも関連 して い る ，例 え ば，今 日の 自

動車 メーカ ーは，供給企業 として選 定された多 く

の 部 品 メ
ーカ ーに 部品の 詳細設計 を任せ て い る

〔藤本97】，こ うした 分業を前提 とす る購買 活動 で

は
， 企業間の 知識 移転を含 む協調的な コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン が必要 となるだ ろう．更に，本論文で は，

広 くイ ン タ
ー

ネ ッ ト上 に偏在する情報の オ
ー

プ ン

性 と流動性 に注 目する．その 理由は，広範に ， 鮮

度の よ い
， 既存の 取引範囲に とらわれ ない 情報 を

活用 して調達 を行うこ とが ， 潜在的な調達可能性

の 探索 に役立 つ と考 え られ るか らで ある ．また
，

探索 され た多様な情報か らの フ ィ
ー ドバ ッ ク を得
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る こ とが で き
，

こ れ を調達仕様や供給仕様の 洗練，

生産の ため の 知識情報 の 改善や 蓄積 に役立 て る こ

とが で きる もの と考え られ る ．

4 調達 ビジネス モ デル の 分析 と考察

　 本章で は まず ， 調達活動の 上 流工程で ある新規

取引先 の 開拓か ら取引 に 至 る まで の ビ ジネス モ デ

ル に焦点 を絞 っ た上 で
， ネ ッ トワ

ー
ク上で リ ン ク

された社会 （オ・ン ライ ン ）の 調達活動 と，オ フ ラ

イ ン の そ れ とを比 較分析 し，それぞ れ の 調達モ デ

ル ，イ ン タ ラ ク シ ョ ン過程，取 り交わ され る商材

にど の よ うな差異が あ る の か を分析する．

　 今 日 の 調達は オ ン ライ ン に よ る 調達活動 とオ フ

ライン によるそれ とに分 ける こ とがで き，更に 前

者は市場の オープ ン 性 に基づ き， オ
ープ ン な供給

ネ ッ トワ
ー

クに よ る モ デ ル と私的な供給ネ ッ トワ

ー
ク に よ る調達モ デ ル の 2 つ に 分類で きる ，こ の

オープ ン 性 の 意味する とこ ろ は
， 取引参加者の 数

に もとづ き，n ；n をオ
ー

プ ン モ デ ル と し，
1：n を集

合型モ デ ル とする 考 え方が存在す る［野 町 04］一

方 ， ［國領99】は オ
ー

プ ン ネ ッ トワ
ー

ク 上 の 電子

商取引 に 「事前 に特定 され て い る 相手 との 取引」

と 「事前に特定 され て い な い 相手と の 取引」 の 2

種類が ある と した上 で
，

こ の 領域 は きわめ て奥が

深 く，論 じる べ き点 も多い と して い る．本論文で

は後者 の 考え方に基づ い て ，取引当事者間の 関係

性 を検証する ．

　 まず，オ ン ライ ン の調達活動 に つ い て 考察する ．

事前 に 特定 されて い ない 相手 との 取引 と して は，

イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 の 「市場」の 機能に もとつ く調

達 モ デ ル を想定する・こ とがで き， そ の代表的なも

の は e 一マ ーケ ッ ト プ レ イ ス で あ ろ う． e 一マ ー
ケ

ッ トプレ イ ス には エ ク ス チ ェ ン ジ型 ，購買代理 と

して の ハ ブ型が存在するが，い ずれ も取引当事者

を仲介する 機構 を有 して い る．こ の 仲介機構は ，

市場で の 自由か つ 公正 な取引を保障する ため
， 調

達企業 ， 供給企業から独立 した中立 的な存在 （市

場は特定の 企 業の 利害を仲介 しない ）と して機能

して い る もの とみ なすこ とが で きる．そ して ， 調

達企業 と供給企 業の 関係 の 特徴は
，

こ の機構を介

して 取引が な され る点 に ある ．取引の 成立過程に

注 目する と
，

エ ク ス チ ェ ン ジ型 で は
， 調達企業の

期待する調達仕様 ・条件 と
， 供給企業の 供給仕様

とが合致 した場合 に取引が成立 する．従 っ て ，両

者の 取引は
， まず相互の 条件が提示 され る タイ ミ

ン グが同期 して い なけ れば成立せ ず，か つ ，条件

が合致 しなけれ ば成立 しない ．これ らが成立 しな

い 場合 に は
， 条件の 再調整 （調達 条件 の 変更） を

行 っ た上で の 調 達要求の 再提示や タ イ ミ ン グ の 同

期 （異な る タイ ミ ン グで の 条件提示）が必要 とな

る ． ［Clemons　98］は ，魅力的なマ
ー

ケ ッ トの 条件

と して，取引対象の流動性や 市場価格の 自動形成

に必要な十分な数の売 り手 と買 い 手か らの 注文が

重要で ある として い る．こ れは
，

エ クス チ ェ ン ジ

型の モ デ ル を， 株式市場の ような価格形成 の 場 と

して の 側面か ら捉 えた もの と考 えて よ い ．よ っ て

こ こ で は
， や りと りされ る財は均質的な もの で あ

る こ とが想定され て い る．加えて
，

エ ク ス チ ェ ン

ジ型 の 市場 に は，相互選択の 場 と して の 側面 を捉

えた もの も存在する［1）．こ の よ うに，仲介機構 を

介 して の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン とな る点，条件や タ

イ ミ ン グの 同期 を要する点 ， 市場機構 と して均質

な財 を扱 い 価格形成 を目指す と い う点で，多様 な

効用を もつ 調達企業 ど供給企業の非定型な コ ミ ュ

ニ ケーシ ョ ン 活動に は制約が大 きい とい える．な

お， e 一マ ー
ケ ッ トプ レ イス を利用す る立場 にあ

る複数企業の ヒ ア リ ン グ調査か ら，生産情報 とリ

ン ク で きな い こ と
， 技術与信 ， 品質与信確保 へ の

不安な どを背景 と して， e 一マ ー
ケ ッ トプ レイ ス

の利用 が比 較的金 額規模の小 さい 間接財に 限られ

て い る［ECom 　O2｝との 指摘がある ．こ の こ とか ら ，

品質や形状が 想定される範囲 で ，そ の 調整に コ ミ

ュ ニ ケ
ーシ ョ ン を要 しな い 財 の 取引に対 して e一マ

ー
ケ ッ トプ レ イ ス が積極的に利用 され る傾 向にあ

る と考えられる．

　また，事前 に特定 され る相手 との取引 と して は，

調達企 業の利益 を代表する形で ，調達企業 の イ ニ
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シ ア チ ブ に基づ く私的な取引市場で行わ れ る調達

モ デ ル を挙 げる こ とが で きる．2002 年の 日本 の

e 一マ ー
ケ ッ トプレ イ ス の 取引金額規模 は，企 業

間電子商取引 （B2B）取引金額規模の 約 1割程度

に留まっ て い る［ECom 　O2］．こ うした状況下 で ，

私的で 閉域的な供給 ネ ッ トワ
ー

クに よる 調達 も盛

ん で ある と考えられ る．こ の 調達 モ デ ル で は 一
般

に
， 調達企 業は供給企業に 取引認定を与 える形で

，

特定の 登録企業に 限定 して 調達機会 を与 え
， 独 自

の 供給ネ ッ トワ
ー

クを確保する．独 自の 供給ネ ッ

トワ
ー

ク内で 私的な取引市場を形成する リバ ース

オ
ー

ク シ ョ ン型，取引機会の み 開示 し供給企業か

らの見積 もりを公募で収集する見積 もり収集型が

あるが ， 前者は価格形成の 場で あ り， 後者は公募

に あた りあ らか じめ公募 隋報を定型化 し特定す る

必要が あ り， 仲介機構 は存在しな い もの の 非定型

で 柔軟な情報の や りと りは制約 をうける ，調達企

業側 に イニ シ ア チブが 存在す る調達 モ デ ル で あ

り，対等 な関係 を築 くとい う点で 制約が存在す る．

　 こ れ に対 して ，オ フ ラ イ ン の 調達モ デ ル 〔4〕で は ，

新規 に供給先 を開拓するケース 以外 は事前 に取引

相手は特定さ れ て お り，供給企 業指定に よる個別

交渉や調達 コ ン ペ 形式で や りと りが行われ る．当

然の こ となが ら
， 仲介機構を介 して の コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン は不 要で あり，均質な財 を特定の プロ セ

ス で 扱わなければ ならない とい う制約もな く，価

格形成は双方の合意に の み 基づ く。調達企 業は供

給企業からプレ ゼ ン テ
ーシ ョ ン や提案書を受け て

企業の 信用情報 を審査 し，繰 り返 し交渉 しなが ら

自社 の期待する 財やサ
ービス の 生産仕様 ， 品質 ，

価格等を包括的 に確定 して ゆ く．従来製品 と の 比

較に よ る メ リ ッ トの 有無，品質確保の ため の検証，

工場監査を行 うこ ともある．こ うして
， 最終的に

交渉の 繰 り返 しか ら調達企 業 と供給企業が相互 に

ニ ーズ とシ
ーズ を理解 し，それ らを調整 ・反映 し，

生産仕様 と して 意味 を定め定型化で きれば取引は

成立 する． こ の 過程 は，あらか じめ相手が特定 さ

れ 取引が継続的に行われ る こ とに よ っ て ，よ りス

ム ーズに進展する可能性が ある ．こ うした独自開

発を伴う財が ，企業 の 調達規模 の 大半を占める ケ

ー
ス も存在す る．例 えば ，NASA の 2002 年度の 調

達［NASA 　O3］で は供給企業選定の 95％以上 （金額

ベ ース ）が交渉を伴 うコ ン ペ 形式 に よ り行 われて

い る．新規購入先開拓の ため の 公募を自社の ホ
ー

ム ペ ージ で公 開 し， 企業紹介 と提案概要 を応募 フ

ォ
ーム で受け付け ， 以降の プ ロ セ ス は オ フ ライ ン

に移行す る よ うな取引先探索型 の モ デ ル も，調達

の 中核的プ ロ セ ス が オ フ ラ イ ン で ある こ とか らこ

の 調 達モ デ ル に分類 で きよう．［ECom 　O2］の 調査

で は，イ ン タ
ー

ネ ッ トを通 した商取引で 取扱 い の

多い 品目 は標準部品 ・材料 ， MRO ・小売商品 と

い っ た もの で あ り，そ の 理 由を，イ ン タ
ー

ネ ッ ト

を通 した商取引で は品質や他 の 製品との イン タ
ー

フ ェ
ー

ス とい っ た もの が伝 わ り難 く，それが比較

的伝わ りやす い
，

つ まり品名を聞 い た だ けで ある

程度そ の 品質， 仕様が分か る製品の取 り扱い が 中

心 にな っ て い る
，

と して い る ．こ の調査結果 は ま

た，標準部品以外，す なわ ち，生産情報が リ ン ク

する独 自開発の 品 目は，イ ン ターネ ッ トで の 取 り

扱 い が難iしく， オフ ライ ン の 取引で多 く扱われて

い る こ とを示すもの と考えられ る．

　以上か ら， 本論文で は各調達モ デ ル を表 1の と

お り分類 し，次の よ うに特徴づ け る．イ ン タ
ー

ネ

ッ ト上の 調達モ デ ル は価格形成の場 として の機能

が 中心 で あ り，均質な財やサ
ー

ビス に対 して客観

的な評価の 形成 を前提 と し，
一時的な説明表現で

生産仕様 に 内包 され る意味の 共有が比較的容易

で ， 品名 を聞 い ただ けで ある程度そ の 品質，生 産

仕様が分か る よ うな商材 の 取引に照準を合 わせ て

い る．一
方，オ フ ラ イ ン の 調達モ デ ル は生 産仕様

や 品質が伝わ り難 く，あるい は一時的な説明表現

によ る意味の 共有が難 し く，こ れ らの 情報の 確認

と調整 の ため に取引当事者間の や りと りを要する

財 の取扱 い が 中心 となっ て い る．取引当事者が取

引を成立させ る ため に は
，

こ の 調達プ ロ セ ス に
，

生産仕様の作 り込み，すなわ ち，生産仕様の もつ

多義性 を解消［Daft　86］し意味を定め る こ と を目的
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表 1 調 達モ デル の 整理 鯛運企茱に よ る

調達 プロ セ ス

オン ライ ン オ フ ライ ン

場 の 主 た る 機

能
価格 の 自動形成

相互選択と生産

仕様 の 調整

場 の 従 た る機

能
相互 選択 価格の 個別 形成

主た る 取引対

象

品質，生産仕様

が 想定で き る財

生産仕様 の 調整

を要す る 財

財の 性質
均質 （相互 選 択

と して は多様）
多様

取引対象 に 対

す る 評価 の 形

成

客観的 （相互 選

択 と して は 主観

的）

主観的

生 産 仕様 の 決

定
既決 （固 定）

未決 （交渉で 決

定）

交渉過程
一時的 漸進的

と して ，相互 の 知識 を交換 し活用 しなが ら生産仕

様を決定 して ゆ くための調整 メ カ ニ ズ ム が含 まれ

る こ とが 必要 とな る．一
般的と考 えられる調達活

動の 上流 工 程の プ ロ セ ス を記述 し た 上 で
，

生産仕

様の作 り込み の ため の 交渉過 程と して ，こ の 調整

メ カ ニ ズ ム に相当する 調達プ ロ セ ス を追記 した も

の を図1に 示す．以上 の 考察か ら，現在の イ ン タ

ーネ ッ ト上の 調達モ デ ル は こ うした調整メ カ ニ ズ

ム を扱 うに は十分で はな い こ とか ら，企業が イ ン

タ
ーネ ッ トを利用するケ

ース の 多 くは，品名 を聞

い た だけであ る程度そ の 品質，生産 仕様が分 か る

よ うな標準的なもの が中心 とな らざ る を得 な い と

考えら れ る ．逆に 言えば
， 生産仕様の 調整 を要す

る財 をイ ン タ
ーネ ッ トで 扱 うため には，調達 の 知

識情報 の 交換過程 をイ ン タ
ー

ネ ッ ト上 で 扱うこ と

が で きる必 要が ある．また，市場の 形態と して は，

不均
一

な財や サービス に対 して 多様な効用が存在

し，多様で主観的な価値観に基づ く評価に よ っ て

取引の 場が形成 される ような ， 相互選択の形態が

適 して い る と考え られる．

　価格 の み で な く様 々 な条件 に対 して 柔軟 に機能

する市場が実現する とすれば
， 新たなパ ー トナー

シ ッ プ の 形 成 を支援す るチ ャ ン ス メ ーカ ーと して

の 役割を果たせ る 可能性 もある． ［出口 02］は，工

業集積 を形成する 中小企業の 活動に 注目し
， 作 り

手 とユ
ー

ザ に よる コ ラ ボ レー
シ ョ ン 環境の デザイ

供
給
企

粟
と
の
相
互
選
択
過
程

オ フ ライ ン

新規購入 先 の

開柘
・
調査

囗 ン グ リス ト
調 達案 件 の

　 公 募

受 付

RFP
　 ロ

サ プライヤ

　 決定

生

産
仕
様
作
り
込
み
の

た
め
の

交

渉
過
程

　仕 様照合確麗

Q ，P，　 D比較評価

（Q ；品貿、P ：面格，
D ：納期）

　 賦作品評価

一
次絞込

品質確保
仕様確定

交 渉

　 価格 ネ ゴ

供給 企 業決 定

シ ョ
ー

トリス ト ．
契約締結
取引開始

図 1　調 達企業 による調達 活動プロ セ ス 図

ン と，生産に関連するデザイ ンや知識情報の ため

の シ ス テ ム 化が 必要で ある と して い る． こ うした

協調 的環境 をシ ス テ ム 化する ため の 具体的な要件

は，まだ明 らか にされ て い な い ．こ の こ と を明 ら

か に す る ため に は
， 取引当事者 間 で交換 され る情

報及 びその 過程 に つ い て の 分析 を行 う必要が あ

る，次章では，調達取引におい て利用 される知識

を記述する ため の 表現 とそ の 交換過程 を考察 し，

そ の 特徴 を明 らか にする．

5 事例研 究　知識表現形式 とそ の 交換過程

　調達過程で は 多様な形式に よ る知識 の 表現がな

され て お り，表2の とお り分類する こ とがで きる．

　表2 に お い て
， 意図の 形成の た め の 表現 とは

，

調達企業や供給企 業が 持 っ て い る本来の 考えや 意

図に忠実で ある こ とを重視す る表現で あ る．こ れ

は調達の 際の ニ ーズ
，

シーズ ，動機 に相当する も

の で あ り ， 必ず しも社会化され た
， 伝達の た め に
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表 2　調 達の ための表現 の分類

意図 の 形成 の ため の 　生産仕様形成 の ため

表現 　　　　　　　　の 表現

非 ・作業手順 ・
サ ン プル

・試作品

定 ・実装イ メ
ー

ジ図 ・製品プ ロ トタ イ プ

型

・問合表 ・生産仕様書

定 ・私企業 の 調達仕様 ・政府調達 の 調 達仕
型 書 様書

・CAD 図面
・オ プ シ ョ ン 選択

一覧

　 P

艪瓢囂嬲 畿鷺瓢鑞灘 鬻留
・7・yク外桝 法・ 〔w口 ・D口 XH 匚］ ｛肘 はべデス，哈 耡

・へ’テ
’
XタNの有綴？　（有？　鍍 ？⊃

パデス9彫の種類7　（棲學切り欠き勘り？　琶長禦台？，

・
翊子台醐 鞠 酬 姻 卿 M・ ・四 繍 卿 また祕 姻：：コ ｝

・ なぎ込み聴 怫 酬 ズは・（口 ・・）

・〔支柱内7レキシプnクランプは購 爾）

・追加7レキシブルウラ刀
’
｛”ンプ大とL金具との trF｝の有無？　唖有？ 無？）

舳 ト敵1ま・ 髄 口 ｝

　　　　 図 2　問合表の例

（
一

部，株式会社 中央製作所 よ り提供）

共通化 され た ル ール に基 づ く表現で ある必要は な

い ．また，調達企業や供給企業が表現する対象に

対 して 曖昧 な知識や情報 しか持 っ て い な くて も，

表現す る こ と が で きる．しか し，受 け手 に と っ て

必ずしも調達対象 とな る財の 生産の ため に必要な

情報の伝達を保障す る表現で はない ため，生産に

必要な正確 な知識の 確認や生 産仕様 を確定するた

め の 記述に は不向きで ある．

　
一

方，生産仕様形成の ため の 表現 とは
， 社会的

な コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ル
ー

ルに基づ い て ，社会化

された表現 を使 っ て 調達企業や供給企業が持 っ て

い る ニ ーズや シ ーズ を表現す る もの で あ る ．こ れ

は ，生産に必 要 とな る正確な知識情報 を説明する

ために役立 つ 表現で あるが，必ず しも企業が持 っ

て い る本来の 考え や 意図を
， 正確 に表現する こ と

を保障 しな い ．調達企 業 と供給企 業の 間で 全体的

なイ メ
ー

ジを共有 し理解 を深め る に は
， 作業手順

や イメ
ー

ジ図が有効で ある．積極的な手順や イ メ

一ジ図の記述は また
， 他者の 知識 を借 りて イメ ー

ジ を社会化するため に役立つ ．更 に ， よ り定型 的

な枠組み で の イ メ
ー

ジ探索 に は問合表 （図2）が

有効で ある ．

　試作品 や製品プ ロ トタイプは，実装 の イ メ ージ

を具象化 した もの で ，実装の 設計情報で ある生産

仕様書や CAD 図面 とい っ た定型化され た表現 と，

情報 と して の 相互変換 を行 うこ とが可 能で ある．

仕様書や試作品はまた，意図の形成の ため の 表現

との 照合 に よ り， 修正が行わ れる こ とを前提 とす

る表現 と考えられ る．続 く5．1節で ，意 図の 形成

の ため の 表現 と生産仕様形成の ため の表現の相違

を事例 に基づ い て 考察し
， 5．2節で

，
2 種類 の 表

現が どの よ うに利用 される か に つ い て 分析する．

5．1 事例 A ：調達仕様記述の ため の表現の 比較

　調達 を行う組織が記述 した実際の 調達仕様の
一

部表現 を取 り上げて 比較する．行政機 関に よる調

達 と私企業に よる調達 とで は
， 調達仕様の 記述の

考え方は大 きく異 なっ て い る．図3は 行政機関 と

私企 業の調達仕様の 表現 を比較 した もの で ある （S〕．

い ずれ も，コ ン ピュ
ータ端末 の 公 開調達で ，デ ィ

ス プ レイ，フ ロ ッ ピー
デ ィ ス ク，保守体制 の 調達

仕様を表現 して い る．

　行政機 関 の 調達仕様 の記述 は，詳細 で 確定的 な

情報 と して表現 され て い る の に対 し， 私企業の 調

達仕様の 記述は 簡素で ，最低限満た され るべ き仕

様の ポイ ン ト部分 しか記載を行 わず ， 不 確定要素

を多 く含む情報 として表現 され て い る．行政機関

の調達で は公的機関 と して公開性 の 高 い 調達 を前

提 と し，調達仕様の 完成度を高めるた め，コ ス ト

を払 っ て も調達条件を明確に しようとす るの に対

して
， 私企業の 調達で はむ しろ詳細な調達仕様を

記述 す る た め の コ ス トを節約 し，供給企業が もつ

財 やサ
ービス につ い て の 知識や専 門性 を利用 して

調達仕様 の 完成度 を高め ようとする ．こ の 相違 の

背景に は ，行政機関 と私企業の調達プ ロ セ ス の 相

違が存在する もの と考えられる．行政機関の 調達
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〔行政機関の 調達事例　京都大学 の 調達仕様の 表現〕

　 ● デ ィ ス プ レ イ 機能 、「画面サイ ズ が対角 17 イ ン チ 以上 21イ ン チ 以下で ，画素数 が 1280 × 1024 ドッ ト以 上，か

　　 つ 1670 万 色以上 が 同時表示 可能な液晶デ ィ ス プ レイ 装置を有す る こ とJ

　 ● フ ロ ッ ピ
ーデ ィ ス ク 装置 　「記 憶容量が 7201（B 及 び L44MB の 3．5 イ ン チ FD 媒体が 読 み 書 き 可 能 な FD 装置 を

　　 内蔵す る こ と」

保守体制等 ：

　L 障 害発生 の 通知 を 午前 9 時 か ら 午後 5 時ま で 受け 付 け （本学の 閉庁 日 を除 く），か っ 通 知 後 2 時 間 以 内 に 本 学 に

　　 お い て 障害への 対応を開始で きる よ うな保守体制を と る こ と．

　2．月 1 度の 定期 的 な メ ン テ ナ ン ス を 行 い ，定 期保 守 お よ び 障害保 守 に 関す る保 守報告書を そ の 都度提出す る こ と．
　3．電 子 メー

ル に よ る問 い 合わ せ 窓 口 を 有す る こ と．
　4．連絡 体 制，担 当保守 技術者名，連絡に 必 要 とす る 事項を記載 し た 資料を提出す る こ と．
　5．本調達に 含 む ソ フ トウェ ア の バ ージ ョ ン が変更され た 場 合は，バ ージ ョ ン ア ッ プ を行 うこ と，ま た ソ フ トウ ェ ア

　　 の バ グ等の 不 具合 に 対 して は そ の 修 正 に応 じる こ と．さ らに，適宜変更点，付加され た新機能 に 関す る講習会，
　　 説 明会 等を 開催する こ と．

　6．利用者が 本仕 様 の 機器 に新 た に ， 異 な る メ
ー

カ の 製 品 を接続 す る必 要 が生 じた揚 合，円 滑 に 接続で き る よ う必

　　 要 な情報 提 供 を 行 う こ と．

〔私 企 業の 調 達事例　日本 テ レ コ ム 株式 会 社の 調 達仕 様 の 表現 〕　　　　　　　　　　　　　　
’

　 ・ デ ィ ス プ レ イ機 能 ： 「14イ ン チ TFT （1024 × Z68）以上 」

　 ● フ ロ ッ ピ
ー

ディ ス ク装置 　「FD ドライ ブ要 」

　 。 保守体制等 ： 「3 年間無償保証 （引取 り保守）」

図 3　事例 A　調 達仕様書の 表現の実例 （京都大学，日本テ レ コ ム 株式会社よ り提供）

は競争的な封印入札が基 本で あ り，あ らか じめ調

達仕様 を固定 してお く必要が ある こ とか ら，公 開

され る調達 仕様は完成度の 高い もの で なければ な

らない ．また，現状の イ ン タ
ーネ ッ トで行われ る

オークシ ョ ン に よる調達は，こ の よ うな調達仕様

が 固定 した もの を取扱うこ とを前提 と して い る ．

しか し
， 調達仕様 をあ らか じめ 固定する こ とは 生

産の た め の 仕様の 確定を意味 し，そ の 示す意味の

解釈が 人に よ っ て異 なる こ とが あ っ て は な らず，

そ の記述 の ため に は十分な知識や 専門性が必要で

あ りコ ス トを要する．私企業の 調達で は ，調達対

象となる財 やサ
ービス に精 通 した特定の供給企業

の協力 を得 て
， 供給企業の 決定過程で 提案 コ ン ペ

を行 い なが ら生産に必 要な仕様を探索的に決定す

る こ とが 多く，
む しろ意図の形成 ， 調達企業 と供

給企 業の 間 の 共通認識 の 構築が重視され て い る と

い える．私企業の 調達仕様 の 記述は
， 仕様 の ゆ ら

ぎを包含す る形で将来の不確実性に よる リス ク を

回避する た め 瞹昧なもの に な りが ちで ある ．こ れ

を取引当事者間 の コ ラボ レーシ ョ ン を相補的に機

能 させ る こ と で克服 し，仕様書 と して の 完成度 を

高め
， 供給企業 の 機会主義的な行動を抑制する．

5．2 事例 B ：生産仕様探索過程に お ける表現

　意図の 形成の ため の表現 を起点 として
， 生産仕

様形成の ため の 表現 を改良 しなが ら試作品 を製造

する まで の過程を考察する ．以 下 に示すの は，ル

ー
タ設備 の筺体交換作業台板のア イデ ィ ア の提示

か ら，実際の 試作品が で きる ま で の 過程 を調査（6，

した もの で あ る ．表3に そ の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の

経過 を示す．

　こ の 事例ω にお い て ，当初 （5 月16日）の 調達

企 業か ら供給企 業へ の 調達イ メ ージの 伝達 は，作

業手順の 記述 とイ メ ー
ジ図 （図4）によ る．調達

企 業は次の ように調達意図を説明 して い る．

　現在弊杜 に お き ま し て ラ ッ ク に 設置 して い る ル
ー

タ

設 備 の 筐体交換作業 が 短 時 間 で ス ム ーズ に作 業 可 能 と

な る よ う検討 を して お り，ル
ー

タ 取 り外 しの 際，以下

の よ うな手順 で 交換 で きる よ うな金具等を探 して お り

ます．
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表3　事例 B 調 達の イ ン タラ ク シ ョ ン 過程

日付
　報の 概要：伝達 事 項 （B ・調

一
企 業，S．供

給 企 業）

2003／5／16
調
「

イ メージ ，ル ータ 設 備 の 筺 　交 　作 業

の 容易 性 確 保 の た め の 改 良イ メ
ー

ジ 提 示

（B → S）

200315／21 調
’
イメージの 共有 ：現揚打合せ （B ＋ S＞

2003／5／22 仕 　確 認 ：必 要 　 報 の 提 示 　B → S

200315／23
（確認）

・
調 達企業の 提示 　報 の確認　（S

→ B ）

200315123 仕様 ・条 件確認 ：追加 　報の 提 示，設 計製

作費用 負担条件の 問合 せ （B → S＞

200315／26
仕様 ・条f　 認 ；設 計　作費用 の 回答 に必

要な量 産 数の 問合せ （S → B）

2003／5／26
条件確認 ；量産数 と量産条件の 回答 （B →

S＞

2003／6／17
仕様確 定 試 作品 完成）1試 作品 の 提示 （画

像デ
ータ），実機で の 試用依頼 （S → B ）

※交換方法 （概要）ル ータ を仮置 き可能な金具 を，ラ

ッ ク に 取 り付 ける ．→作業者 が ね じ止 め さ れ た ル
ー

タ

を外 し仮 置 きす る．→ 作 業 者 が ル ータ を ラ ッ ク か ら引

き抜 く．ル ータ を 引 き抜 く際，棚板 か 何 か を 置 き （若

しくは ロ
ー

ラ
ー

の よ うなもの がつ い て お り），簡単 に ス

ラ イ ドで きれ ば，尚良い ，→予備 の ル
ータ を 設置す る．

　しか し，既設 ラ ッ ク は添付資料 の よ うな構成 となっ

て お り，ル
ータ とル

ー
タ との 間が IU 程度 しか 空 い て い

ない た め，既製品で は対応 で きな い の で は な い か と考

え て お り，ル
ータ交換 の 際 に 作 業者が簡単 に取 り付 け

可 能 な 特別 な もの の 製作 が 必 要 で は な い か と も考 え て

お ります．

　 こ の説明には生産仕様 と して の情報は含 まれて

い な い ．しか し，現物確認の 打合せ を経て，生産

仕様の 作 り込み を行 う過程で は
， 次の よ うな ，

よ

り生 産仕様 に接近 した表現 を用 い て 調達企 業か ら

の説明が行われ る ．

　 ル
ータ （Cisco7206VXR ）の 重量 で す が ，最大 ；

2277kg ，最小構成 （＊

）：1664kg 　（＊）最小 の 構成 に 何

が 含 ま れ て い る の か は不明　 とい う数値 が 分 か りま し

た．尚，以前 工 事会社 に て 測定 し た 値 が あ り，本体

（
＊2）：19．395kg

　（
＊2）本体 と は，筐体＋DC 電源 × 2＋NPE300 ＋UO コ ン ト

　 図4　調達企業に よ る調達製品イ メ ージ図

（株式会社中央製作所 ・日本 テ レ コ ム 株式会社 よ り提供）

ロ ー
ル ＋DRAM256 ＋FLASH × 1で あ り，SOLTI 〜6は空 き，

ブ ラ ン ク の搭載 は 無 い 状態．→ル
ータ 前面 の カードが

抜けた状態．とい っ た 数値 とな っ て お ります．ル
ー

タ

取 り付 け 金具 につ い て確認 しま した が ，寸法等 が 明記

され た 図面が な い よ うで す．シ ス コ の ホ
ーム ペ ー

ジで

金具 の 取 り付け方法等明記 され た 資料が ご ざい ます の

で ，以 下 に ア クセ ス して み て 下 さい ．

http：〃www 　cisco ．coml ］apanese ！

　調達企 業が提示 した ル
ー

タ重量や 取付金 具に 関

す る情報 は 正確か つ 十分な もの では な い が ，関連

知識を利用 して ，当初 の 調達意図に 沿 っ た製品を

実現する た め の 生産仕様の 探索を供給企 業と繰 り

返 す．

　こ の 決定過程 の 最後 （6 月17日）に，供給企 業

は試作品の評価に先立 ち試作品の 写真画像 （図5＞

を送付 し
， 試作品が調達企業の 調達意図 に沿 っ た

もの で ある か否か の 照合 を調達企業に要請する．

　こ れ らの 事例 か ら，生 産仕様の 作 り込み過程に
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図5　ル
ー

タ交換用 台板試作品

（株式会社中央製作所 よ り提供）

お ける コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 特徴 をま とめ る．

・
生 産仕様の 作 り込 み 過 程 は

， 調達仕様 と供給

　仕様の相互探索過程 に相当する．

・生産仕様の 探索 は ，調達企 業は 自ら の ニ
ーズ

　を踏 まえなが ら調達仕様 を
， 供給企業は 自らの

　シ
ーズ を踏 まえなが ら供給仕様を，調達企 業と

　供給企業が相互適応的に調整 ・改善 し， 1 つ の

　生産仕様 と して 統合 しそ の 意味 を定め て ゆ く こ

　とを 目的 と し て お り，
こ れ は

， 調達企 業と供給

　企 業の 漸次的 な交渉プ ロ セ ス に よ り実現 され

　 る ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

・生産仕様は相 互 の 知識 を利 用 して相互 探索 さ

　れ る．こ こ には相手が持 っ て い な い 情報を積極

　的に与 え，協働 を促進する協調的な要素が存在

　す る．

・こ の 漸次的 プ ロ セ ス に よる相互探 索は 試作品

　の 完成 に み られ る よ うに
，

生 産仕様の 確定 を も

　っ て 終結する．

・こ こ で 確認 され る調達 プ ロ セ ス は，生 産仕様

　が 固定的で あるオ
ー

ク シ ョ ン の ような取引の 枠

　組みで は扱 うこ とがで きない 非定型 なプ ロ セ ス

　を含ん で い る．

6調達シス テム の 提案

　以上の 考察 を踏まえて
， 本章で は 生産仕様の 調

整 を要する財 をイ ン タ
ーネ ッ トで扱うため ，生産

仕様の 作 り込み 過程 に対応 で きる プ ラ ッ トホ ーム

を検討 して ゆ く．

6・1 求め ら れ る 調 達 シ ス テ ム基盤 と シ ス テ ム 要件

　前章ま で の 分析か ら，オ フ ラ イ ン の 調達取引に

お い て ，生 産仕様の もつ 意味 を定めてゆ くため の

調整 メ カ ニ ズ ム が 発現 され て い る こ とを示 した．

生産仕様 の調整 を伴 う財 をイ ン ターネ ッ トで扱 う

た め には，こ うした調整メ カ ニ ズ ム を扱 うこ とが

で き， 調達企業 と供給企業が 互い に 意味す る こ と

を理 解 しあ うため の 基盤構築が必 須 となる ．更に
，

こ の 基盤に お い て よ りオ
ープ ン な調達を可 能 とす

る た め には
， 複数の 多様 な効用 をもつ 参加者の ニ

ーズや シ
ーズ に対 して対応で きる こ とが必要で あ

る．こ の ため の 市場 の形態 と して ，均
一

な財 で 均

一
な価値を想定 して価格 を競 うよ うなオーク シ ョ

ン 型 の モ デ ル で は な く，む しろ不均
一な財やサ

ー

ビ ス に対 して
， 多様 な取引の 文脈が形成 され，取

引が 決定す る よ うな相互 選択型 の モ デ ル が 適す る

と考 え られ る．オ ン ラ イ ン の 調達 モ デ ル の 形態と

して は エ クス チ ェ ン ジ型に近い が，従来の エ ク ス

チ ェ ン ジ型で はな く， 必要な情報の 交換に よ っ て

生 産仕様の 意味 を定め る とい う文脈 と して の イン

タ ラ ク シ ョ ン の形成をサ ポ
ー

トす る基盤が求め ら

れる の で ある．更に ， 提案す る シ ス テ ム をオープ

ン 性 の 高い もの と して 機能 させ る 以上 ， 社会的 な

契約 シ ス テ ム として取引当事者の 福祉の 増進が 図

られ る もの で ある必要があ り，多 くの 企業主体の

参加 を促すた め に も参加 へ の 動機付 けともい うべ

きイ ン セ ン テ ィ ブが存在する こ とが 必要 であ る．

以上の 点 を，調達 の ため の シ ス テ ム モ デ ル で 実現

すべ き機能要件 と して ，以下の とお りま とめ る．

L イ ン タ ーネ ッ ト上 で
， 多様 で複雑な調達仕様や

供給仕様 か らな る 財 や サ ービ ス の 調達 を行 うこ
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　 とを前提 とする こ と．

2．効用の異なる複数の取引当事者に と っ て，同時

　 に望 ましい 相手方の 探索が実現 され る こ と．

3．多 くの取引当事者が並 列的に，市場 に提示 する

　生産仕様 を， 他の取引当事者か らの情報を活用

　 しな が ら調達 の 意図 に基 づ い て精錬で きる 機構

　を備 える こ と，

4．取引当事者相互 の 求め るニ
ーズ とシ

ーズに つ い

　て，生産仕様 を通 して相互理解 を促進する 過程

　を，自動化 して 取 り扱 うことが で きる こ と．

5．取引当事者で ある調達企業および供給企業 に対

　 して ，共に取引参加 へ の 動機付け を もた らすこ

　 とが で きる こ と．すなわち ， 取引当事者に と っ

　て 参加に よ る利益 と利便性 ， 参加 へ の安心 を得

　る こ とがで き， 双方 に と っ て シ ス テ ム へ の 参加

　の イ ン セ ン テ ィ ブが ある こ と．

一恆 1・咽 厩・旧・　 縣 ・a・・剛 「肅 ・・贈鵬

匯器

図6　調達 シ ス テ ム モ デル

ニ ズ ム を発現する こ とがで きる の で ある．

　 エ ージ ェ ン トを軸 と した シ ス テ ム モ デ ル とは，

次の ような もの で ある．図 6に示 すよ うに，モ デ

ル は，

　次節で は更 に，こ の 要件に 基づ き， 具体的なシ

ス テ ム の 実現技術 と機能を検討する．

6．2 提案す る 調達モ デル の 実現技術 と シ ス テ ム

　提案する シ ス テ ム モ デ ル を図6に示 し，そ の 実

現技術 と機能の 概要 を述べ る ．

　本論文で は，6，1節の 要件の 実現技術 と し て マ

ル チ エ
ージ ェ ン ト技術の 適用 を提案する ．数多く

の コ ン ピュ
ータ技術の 中で ，特 に マ ル チ エ

ー
ジ ェ

ン ト技術 を適用する理 由は， アプリケ
ーシ ョ ン の

構成要素 と して 自律的か つ 知的 に動作す る こ と の

で き る エ ージ ェ ン トを組み 合 わせ る こ とに よ っ て

ネ ッ トワ ー
ク ワ イ ドなシ ス テ ム を構築で きる点に

ある．各企業は イ ン タ
ーネ ッ トに よ り接続 され

個 々 が分散 した状態で 存在 して い る．従 っ て ，各

企業が それぞれ調達基盤に参加 し，自らが行 うべ

き交渉 として の イ ン タラ クシ ョ ン 過程 をエ ー
ジ ェ

ン トに代理 させ る こ とで
， 前節で 示 したシ ス テ ム

要件の 実現 に適 した シ ス テ ム を構築す る こ とが可

能 と考 え られ る ．各企 業 の 調達 活動 を代理す る エ

ー
ジ ェ ン トは

， 各企 業か らの 委託 を うけ て 生産仕

様 の もつ 意味 を定めて ゆ くための 知的な調整 メ カ

L イ ン タ ーネ ッ トを通 じて 調達を行お うとする 調

　達企業 と供給企 業の ため の ス テ
ー

ジ

2．企業 に代わ り，調達 目標ない し供給 目標 を実現

　する エ ージェ ン トの ため の ス テ
ージ

3．イ ン タ ーネ ッ ト上 の市場環境 として の ス テ ージ

の 3 ス テ ージ に分 けられ る ．企業 はエ ージ ェ ン ト

に 調達仕様 と供給仕様 の 相互探索として の 作 り込

み過程 を委託す る こ と に よ り目標 を達成する．

　こ の シ ス テ ム モ デ ル に よ り，前節の 各要件 を実

現する方法に つ い て 述 べ る，

　まず ， 前節の 要件 1 ，を実現する ため に，本モ

デ ル で は シ ス テ ム が取 り扱 う財や サ
ービス を多次

元 ベ ク トル で 表現する ．例えば ，多次元 ベ ク トル

の 各要素は
， ある財 を構成す る 要素の 選択内容 ，

重要度 （重み）や 選択要否 などを表わす．要件

2 ．に つ い て は ，バ イ ラ レ ラ ル な調達仕様 と供給

仕様の相互探索 （マ ッ チメ
ーキ ン グ）を，同時刻

もしくは非同期に 行な うマ ル チ エ ージ ェ ン トモ デ

ル を構成する ．要件 3 ．に つ い て は， 5章で 示 し

た意図の 形成の ため の表現 と生産仕様形成の ため

の 表現 をあらか じめ 分離 した 上 で ，意図 の 形成 の
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表4　調達仕様と供給仕様（RFP ），その 評価事例

謁 仕様 卩評　 区分 　 POtnt　 RFP の 例

形 状　 　　 　　
ト A4 型 ノ

ー
トPC 　 Dos ／v） A4　 型 ノ

ー
トPC 　Dos ！v ）

メ
ー

カ
ー

に　　　よ し 和 20A 　 　 　 XXX ・999XX 　型 番

OS Wmdows 　2000 　ProfessLoロ飢
Wlndows 　 2000 　 Pro 『esslonal 　 wlth 　 Servlce

Pack　2
CPU Celeron　 700MHz 　 　

’
　 以上 性 15Pent1   皿　 　750MHz

メモ リ 128MB 以 亅 15256MB
HDD 15GB 以 1030GB

ア イ ス プ レ イ 141 イ ン チ TFT （1024 × 768）以 上 141 イ ン チ TFT 　 晶ア ィ ス プ レイ

LAN 10／100BAS 臥 T 10／100BAS 玲 T
マ ウス PS ／2 また は USB タイ USB タイ

FDD 要 ・け ・属 　USB 　　儿

CD −ROM ドラ イ に　 定 な し 24X −10X 　CD −ROM
PC カードス ロ ッ ト に　 　 な し 張　 ． 5TYPE 　I／Ux2 ス ロ ッ ト

USB に 　　　よし 張 5USB11 　 2

亅 3　 間＿、　　　 引　 り保 保，　 制 303 　 間翌 日オ ン サイ ト　 ・90 匪 17・00　平 日

↓　 数量化 に よる評価　項 目　「保守体制」 の 事例

調 Pmnt 　 Vender 　　RFP   重み 付 け評

A り ’し冒噛 3 同オ ン 　イ ・　 9：00−1700 　 平 日 10 30
，

B 3 ン 24 0 0

3 年 間無償 引取 り保 守 30C
’馳匸噛 1 ン 噛 8 ：00・20，00　 　 〜 5 15

D β驢L噛 3 セ ン
’
バ ッ ク 、 10 30

E ’，L噛 3 同 ン
Ψ
ハ ツ 、 10 30

F ’冒瓱噛 1 ン
マ
ハ

ツ
、 5 15

ため の 表現に対 して ，生産仕様形成 の ため の 表現

を接近 さ せ る こ とで こ れ を実現する ．エ ージ ェ ン

トに委託 され る表現は 他 の エ ージ ェ ン トとの 交渉

を行 うため の もの で ある こ とか ら，生産仕様を形

成する ため の 表現で ある．こ の 表現 を相手方の検

索のた め の 質問式とみ なして，エ
ー

ジ ェ ン トは市

場 に存在する他の エ ージ ェ ン トの 生 産仕様 を形成

するた め の 表現 を探索する．そ して，そ の探索結

果 （被検索仕様）に基づ い て 自らの生産仕様形成

の ため の 表現 を改善するため，適応的に振る舞 う．

こ の 過程は ，
生 産仕様形成の た め の表現を洗練す

る過程 として 発現され る．なお
， 探索過程に お け

る生産仕様形成の ため の 表現の 評価 は，質問式と

被検索仕様 と の 類似度 を評価す る こ と に よ り行

う．要件 4 ，に つ い て は
， 情報検索 にお い て 検索

に利用する質問式 を自動的 に改善す る手法［Baeza

99
，
Salton　71］〔s）を適用す る．

7 シ ス テ ム の模擬実行

　5．1 節の 私企業の 調達仕様 （事例A ）の 詳細デ ー

タを用 い て ，前章で 提案 した シ ス テ ム モ デ ル を模

擬 実行 し評価 した結果 につ い て 報告す る．こ の 調

達に対する供給企業か らの提案例 を表4 （上）に示

す．また，表4 （上）の うち保守体制 につ い て，各

供給企業からの提案の提示内容 と評価 の際の 重要

度に応 じた重み を考慮 した評価値を表4 （下）に示

す c“）・°）．こ こ で ， 本来調達企業が調 達 した い PC の

イ メ
ー

ジは重み付 けされ た重 要度に 表現 され て い

る ． こ の 事例 で は特 に
， 調達対象の PC が 社内業

務利用で ある こ とを考慮 し， 保守体制と性能は最

重要項目として い ずれ も30ポイ ン トの 重み を付 さ

れ て い る．一
方，拡 張性や 容量 はPC の 買 い 替 え

サ イ ク ル が短期化 して い る こ とか らい ずれ も10ポ

イ ン トで重要度が低 く設定され て い る．こ れ らを，

調達 イ メ ージを表現する 特徴 ベ ク トル に置 き換 え

る．
層
また，こ れ とは別 に調達仕様 として の 特徴 ベ

ク トル を同様 に作成する．調達の 意図を表現する
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表5　調達イ メ ージ， 市場 か ら選択 された供給仕様の傾向 （平均的な供給仕様〉

和

w1

　 目

w25

・
量

w31

制

調　イ メ ーン　　 4

w41 w55

場 2260 2．970 2，490 2．300 2．380
選 　　 　。一

選　 1 回 目 2741 3．481 2．185 1759 2．981
選択 2回 目 2．742 4．039 1．476 1303 2731
選 　 3回 目 2．696 4，001 1．228 1．889 2981

選 　 4 回 目 2．619 4．304 0，751 1788 3361

選 択 5回 目 2．701 4．374 0816 L781 3．593

表6 選択 された供給仕様データ，選択 された供給仕様 と調達イメ ージとの類似度

　 　 　 　 　 　 　 　 wl 　　　　　　 w2

Rankzng　 SpecNo 　　 和 性 　　 　性

w3

ア 　 イ ン

w4

　 張

w5

保 制 調 イ メ
ー

ジ

wl 　 w2 　 w3 　 w4 　 w5Szmttamty

1 524 ．071 4．764 0．000 2．029 5000 45115 0．9845
2 683684 4773 0．000 2．586 5．OOO 45115 0．9730
3 853689 5000 0．000 2．370 3630 45115 0．9648
4 23147 2853 1．470 0．00D 5000 45115 0．9618
5 844 ．381 5．000 0．000 2．695 3885 45115 0，9609
6 544 ．123 5000 0．000 3．280 4977 45115 0．9594
7 401739 4．659 0000 0855 5000 45115 0．9578
8 562968 3．521 0．000 2．610 5．000 45115 0．9508
9 62042 5000 2．422 0．000 4216 45115 09451

10 592388 2384 0592 0．000 5000 45115 09417
11 281554 5000 0000 L280 2992 45115 09335
12 945 ．000 2625 1．952 0．000 4486 45115 α 9334
13 653 ．578 3．082 3018 0．000 5000 45115 0，9323
14 231 ．660 5．000 0000 0816 2，684 45115 09321

15 991250 3866 1．708 0．000 5．000 45115 0，9286
16 141784 5000 0000 3001 4．029 45115 0．9172
17 12 ．076 5000 0000 2497 2761 45 ユ 15 0，9156
18 624 ．897 4491 5．000 0000 4．9τ3 45115 0．9000
19 722 ．256 5．000 0，000 3727 3．281 45115 08876
20 91 ．935 5000 0000 1．977 1．680 45115 08779

avg 　　2911 4．351　　　　　0，809 1486 4．180 　　　　　4　　　5　　　1　　　1　　　5 09933

特徴ベ ク トル は変化 させ な い こ ととし，調達仕様

として の 特徴 ベ ク トル の み に
， 生産仕様 の 作 り込

み と して の 改善を許容する．一
方，供給企業が供

給 を狙 うPC の イ メ ージ と供給仕様 も同様 に特徴

ベ ク トル化 され る こ とを前提 とする．供給企業の

供給仕様 に対する調達企 業の 査定は，重み を考慮

した評価値に対 して な され る ．

　各企業 は調達仕様 ， 供給仕様と して の ベ ク トル

を市場 に提示 し，相互 に類似仕様 を検索，交渉し

なが ら自らの調達仕様，供給仕様 を作 り込ん で ゆ

く．模擬実行は環境 と して 10社 の 調 達企 業と100

社の 供給企業が存在する仮想的な市場 を構成 した

上 で ，表5に もとつ く調達イ メ
ー

ジ を もつ 調達企

業 に つ い て 行 っ た．表5に示す よ うに ， 選択開始

後，実際 に選択 され た供給仕様の平均 的な特徴 ベ

ク トル の イメ
ージは

， 初期 の 市場 の 平均的な特徴

ベ ク トル の イ メ
ー

ジ と比較 して
， 性能 と保守体制

を重視 し容量 と拡張性は重視 しな い ，とい う調 達

者の ニ ーズ の 傾 向 を反 映 した も の に 変化 して い

る．例 えば，w5 の 保守体制 は最重要項 目で あ り，

実際に 収集 され た提案の 例が無償保守の うち 3 年

間セ ン ドバ ッ ク保守か それ と同 レ ベ ル の 3 年間翌

日オ ン サ イ ト保守 の 提案で あれ ば，重 み 付け評価

を満た し， 最重要項目と して の 評価 5 を得 る こ と

になる．実行の 結果，選 択 された供給仕様の 各評

価項 目の デ
ータ を表6（L・に 示す．w5 の 保守体制の

評価値に注 目する と，評価 5 な い し 4 と い っ た供

給仕様が 多く収集で きて い る c12｝．
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　次 に
，

こ の シ ス テ ム を前章の 事例 B に適用する

こ とを想定する．事例B の場合は イメ ージは主と

して 自然言語で表現 され る と考 えられ るため，自

然言語 に含まれる特徴語 を用 い て ，
こ れ に重み付

けを行 な い テ キ ス ト文書 を数量化す る とい う文書

検索の 手法 を適用で きる ．特徴 ベ ク トル を得た後

の 手続 きは ，本章で示 した事例 A と同様で ある ．

た だ し，事例B の ような ケ
ー

ス で は特 に，生 産仕

様決定に向けて の や りとりで創造的な問題解決が

図られ る こ と もある．調達企業 も供給企業 も想定

し得なか っ た よ うな生産仕様を産み 出すとい うメ

カ ニ ズ ム を扱 うには
， 本 シ ス テ ム の もつ 機能は十

分 とは い えな い ．こ の 点は課題 とされ る もの の ，

む しろ こ の シ ス テ ム の 実用 の 方向性 は，ニ
ーズ に

合 っ た試作品を実現する 能力の ある 企業 を広 く探

索 し交渉 しなが ら絞 り込む過程 を扱 うもの と位置

づ ける こ とが適当で あろ う，十分 に洗練 され た ニ

ーズ に基づ い て取引候補 を絞 り込ん で ゆ く，
とい

う場面 にお い て ，生 産仕様の 作 り込み を行うの と

同様の 効果が発揮 され ， 供給企業決定に 要する コ

ス トを効率化で きる の で ある．

8 おわ り に

本論文の 貢献は以 下 の とお りで ある．

・現在 イ ン タ
ーネ ッ ト上で 行 わ れて い る 調達取

引の ビ ジネス モ デ ル を整理 し ， オ フ ライ ン の 調

達モ デ ル の 交渉の繰 り返 し過程に ，調 達の ため

の 知識情報の 交換の 繰 り返 しに よ る生産仕様の

調整 メ カ ニ ズ ム が内在す る こ とを明 らか に し

た．

・現実社会の 事例 を通 じて ，生産仕様の 表現 と

取引過程 の 両面か ら こ の調整メ カ ニ ズ ム の 特徴

を分析 し，
こ れを調達仕様 ない し供給仕様探索

の ため の交渉過程 と対応づ け，ネ ッ トワ
ー

ク上

の オープ ン な環境に お い て ，こ の 交渉過程 を実

現す る た め の 要件を定義 した．

・こ の シ ス テ ム 要件 に基づ い て
， 新 しい 相互学

習型の 調達 シ ス テ ム モ デ ル を提案し具体的な機

能を提示 した上で，実現可能なシ ス テ ム と して

こ れ を設計 した．

　イ ン タ
ーネ ッ トを利用 した調達取引は ，新た な

調達先の 発見 ， 新しい ビ ジ ネス の 創出 ，技術革新

にむけて の 可能性を開 くもの で あ り， 法整備面 な

ど他の 課題 の解消 と並行して，調達の ため の 取引

環境はイ ン ターネ ッ トへ と シ フ トして ゆ くもの と

考 え られ る，

　今後 ， 生産情報 として の 知識 をどの よ うに蓄積

し活用する か を検討する こ とが 重要で ある．例 え

ば，生産に必要な知識 をメ タデ
ー

タと して 記述す

る こ とが役立 つ もの と考えられ る ．本論文で 提案

した エ
ー

ジ ェ ン トに よる調達シ ス テ ム を構成する

こ とで ，将来は エ ージ ェ ン トが情報の意味を解釈

し提示す る役割を果た し，よ り人聞 の 意図 に沿 っ

た調達 を実現す る もの と考え られ る ．
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注

（1）本論文 で は
，

生 産仕様 とは
， 資材調達 の 対象と な る

　 財 や サ
ー

ビ ス に つ い て ，調 達 企 業 と 供給企 業 （メ
ー

　 カー
又 は納入者）との 間で 形状，品質及 び 諸条件等

　 の 項目を規定 した もの で，資材 の 品質安定化 ・
製造

　 の 標準化
・
安全化 を 共通認識す る こ とを目的 とする

　 もの とす る．また，本論文に お い て 調達仕様 と記す

　場合 に は
， 特 に ， 調達者側が求め る 品質お よ び諸条

　件等の 項目を 規定 した 生 産仕様 を指 し，供給仕様 と

　記す場合 に は
， 特 に，供給者側 が 求 め る 品質お よ び

　 諸 条件等 の 項 目 を規定 した規 定 した 生 産仕 様 を指 す．

（2）調 達 活 動 は一般 に，ソ
ー

シ ン グ プ ロ セ ス と 呼ば れ る

　 上 流工 程 の 活動 と，パ ーチ ェ シ ン グ プロ セ ス と呼 ば

　 れる 下 流活動 とに 分類され る，

（3）こ の よ うな事例 とし て，フ リーラ ン サ ー （人材
・

ス

　キ ル ） と企業 （プ ロ ジ ェ ク ト），投資家 （投資）とベ

　 ン チ ャ
ー企 業 （資金調達），原材料売買の た め の 売 り

　手 （販売） と買 い 手 （購入〉，と い っ た バ イ ラテ ラ ル

　な 相 互 選 択 の 機 会 を得 る こ と を 目 的 と し た も の が 見

　 られ る ．

（4）調 達プ ロ セ ス の 大部 分 も し くは全 て を オ フ ラ イ ン で

　実施す る もの を指す．

（5）行政機関の 事例は京都大学工 学部 「教育用 電 子計算

　機 シ ス テ ム 仕様書 」 に よ る．ま た，私企 業 の 事例 は

　 日 本 テ レ コ ム 株式会社 の 公開調達仕様 （新入社員 用
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　PC 調達 ：調達案件番号2001036）に よ る、

（6）本事例は2003年5月から6月 にかけて 日本 テ レ コ ム 株

　式会社 （本社 ：東京都中央区八 丁堀，事業内容 ：固定

　通信事業 ，
URL ：http：〃wwwgapan −telecom ．coJp ！）及 び

　株式会社 中 央製 作所 （本社 ：宮城 県亘 理 郡，事業内

　容 ：電気通 信事業者向け受配 電 盤 ・
ラ ッ ク等 の 開発，

　設計，製造販売，URL ；http：／fwww．cew ．coOp ！mdex 　htm1）

　の協力を得て筆者が取材して得たもの で あ る．

（7）デ
ータセ ン ター

事業 を 営 む調達企 業 に と っ て ，顧客

　の 通信 サ ービス の 信頼性確保 が 重要課題で あ る こ と

　が こ の 依頼 の 背景 と な っ て い る．調達 企 業 は顧客 の

　通 信 の 信 頼 性 確 保 の た め，データセ ン ター内 の ラ ッ

　 ク に 収納中の ル
ー

タ に 故障 が 発生 し た 場合，迅速 な

　ル
ータ交換 を行 う こ とが 求 め ら れ る．しか し，ラ ッ

　 ク の 収容形態 は ネ ジ 止 め で あ る こ と か ら，通常，交

　換 に は ラ ッ ク の ネジを外す作業を担当者，ネジ を外

　す際 に ラ ッ ク本体 を 保持す る 担当者 の 2名 の 作業要

　員が必要 と なり， 交換作業 の た め の 要員確保 に 時間

　を要す る ．こ の た め 故障発生時 の ル
ー

タ 交換 を 1 名

　 で 迅速 に 作業 で き る た め の 工 夫 と して ，ル ータ設 備

　の 籃体交換作業台板 を検討す る こ と と し た．

（8）本手法は適合 フ ィ
ードバ ッ ク と呼ばれ，例 えば調達

　企業 の 場合 は，関連性が高 い と判断され た複数 の 供

　給仕様 の 情報 を 得 て ，これ らの 情報が もつ 傾 向 に 向

　け て 自らの 調達仕様 （質問式）を変化 させ ，新 しい

　調達仕様 （新 た な 質問式）を得 る こ と に よ っ て よ り

　関連性 の 高い 供給仕様 を選択す る とい う方法 を と る，

　 こ れ を，調 達企 業 は 供給仕様 の 探索 の た め に 繰 り返

　す と同時 に ， 供給企業 は 調達仕様 の 探索の た め に 繰

　 り返す こ とで ，相互適応的 な 生 産仕様の 調整 プ ロ セ

　 ス をイン タ
ー

ネ ッ トで 自動的 に 取 り扱 うこ とが 可能

　 とな る．

（9）企業 に よ っ て は しば しば，評価 の 客観性 と透明性 の

　観点から数量化 に よる 分析評価が行われる［Thompson

　 91】．

（10）3 年間無償セ ン ドバ ッ ク保守を公募仕様 と して も，

　よ り受け 入 れ られ や す い オ ン サ イ ト保守，顧客 の 期

　待満足度 を推定 した 有償提案 が な さ れ る ケース も あ

　る．一方，供給 企 業 に よ っ て は提案仕様の 構成 上 無

　償提案 が で きな い ケ
ー

ス も あ る ．供給 企業の 提案に

　対す る 調達 企業の 評価 に つ い て は，こ の 例 で は 有償

　保守 は 0 点，無償保守 の うち 3年間 セ ン ドバ ッ ク保

　守か そ れ と同 レ ベ ル の 3 年 間 翌 日 オ ン サ イ ト保守 の

　提案 を 満点の 30点 と して，評価 して い る．

（11）表6は，表5の 調達イメ
ー

ジに もとづ き生産仕様 の 改

　善 を 5 回繰 り返 した後に市場 か ら選 択 し た 供給仕様

　
一

覧 で あ り， 特徴ベ ク トル の 類 似 度 の 降 順 に 上 位 20

　仕様まで を
一

覧 と した ．

（12）当然 の こ とな が ら，こ の シス テ ム で 供給仕様 の 全項

　 目が評価 5の もの を探索す る こ と も可能 で あ る．し

　か し，調達価格も供給仕様の作 り込 み 過程 を通 じて

　間接的 に交渉す る こ と に な る た め，価格 とい う制約

　を 背景 と して い か に 調達意図 に沿 っ た もの を選定で

　 きる か ど うか が 本 シ ス テ ム の 発揮すべ き性能 と して

　重 要 と考 え る．
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